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図1  岡山リビングラボの全体スキーム 







*1: Graduate School of Interdisciplinary Science and Engineering 























































表2  「オープンイノベ―ションプログラム」の内容 
図3  アクセラレーターとコーポレート・アクセラレーターの
ビジネスモデルの違い 
2.3 事業化支援 
事業化支援の取り組みは、本年12月に開始する「ヘルスケア
ビジネス・メンタリングディ」と前述の「オープンイノベーショ
ンプログラム」を通じた大手企業の協力による取り組みの２つ
－ 78 －
－  －0123456789
 
がある。前者はヘルスケアビジネス分野における学外有識者の
協力の下、先進的なヘルスケア／生活関連分野の事業アイデア
を有する本学学生や起業者、企業の新規事業担当者等を対象に
事業化に向けた相談・助言業務を行うものである（後者について
は前述のとおり、実績はない）。 
事業化支援を行う背景としては、事業アイデア創出の取り組
みを通じて優れた事業アイデアが創出されたとしても、それを
事業化するための支援の仕組みが不十分なために事業化、社会
実装が進まないという課題がある。かかる課題を解決するには
メンターによる事業化支援という方法が考えられるが、わが国
においてはヘルスケア／生活関連分野の事業化について知見を
有するメンターが少ないため、実施は容易ではない。この点、岡
山リビングラボの「ヘルスケアビジネス・メンタリングディ」で
は、数少ないヘルスケア／生活関連分野のメンターを学外から
招聘して取り組みを行うという点で、国内的には先駆的な事例
となるものである2。 
3. 取り組みにおける課題と今後の方向性 
岡山リビングラボの１年余の取り組みを通じ、顕在化し始め
た課題もある。具体的には「大手企業による事業化支援の不足」、
「地元中小企業の巻き込み不足」という課題である。以下にこれ
らの課題の内容と課題解決に向けた今後の取り組みの方向性に
ついて述べる。 
3.1 大手企業による事業化支援の不足 
岡山リビングラボでは既述のコーポレート・アクセラレータ
ーの仕組み・考え方に基づいて「オープンイノベーションプログ
ラム」を企画・開催してきたが、大手企業による事業化支援はプ
ログラム当日の事業アイデアに対する講評・助言等、極めて限定
的な形で行われているに過ぎないのが現状である。 
この背景には、創出される事業アイデアの質・量が、プログラ
ムに参画する大手企業が関心を持ちうる水準に達していないと
いう実態がある。これを改善する取り組みとして、岡山リビング
ラボでは起業人材育成に向けた取り組みを開始したが、取り組
みの成果が現れるまでには２～３年以上の期間が必要であると
感じている。 
一方で、優れた事業アイデアを有する岡山リビングラボの参
加者を外部のコーポレート・アクセラレーターのプログラムに
参加させることにより、大手企業の事業化支援を受けられるよ
うにする方法も考えられる。そのためには、コーポレート・アク
セラレーターの取り組みを実施している国内事業者である株式
会社ゼロワン・ブースター等と連携し、全国の起業家グループと
ともに岡山リビングラボの参加起業家がプログラムに参加でき
るような仕組みを構築することが求められる。 
 
2 ヘルスケア／生活関連分野のメンターによる事業化支援を行っている
取り組み事例として、経済産業省が2019年7月から開始している「ヘ
ルスケア・イノベ―ションハブ」、大阪市が主催する「大阪イノベーシ
ョンハブ」などがあるが、事例は少ない。 
3.2 地元中小企業の巻き込み不足 
岡山リビングラボの各種プログラムにおいては、イノベーシ
ョンの担い手となる地元起業者、既存の地元事業会社（主に中小
企業）の巻き込みが不十分である。この背景としては、岡山リビ
ングラボへの参加メリットについての訴求力不足のほか、必ず
しも大企業との連携による事業拡大や急激なイノベーションを
望まないような一部事業者における保守的思考が影響している
とも考えられる。 
こうした現状を変えていくためには、岡山リビングラボを通
じた新事業創出の成果を可視化していくことや、大学自体が事
業化資金の出し手（ベンチャーキャピタル）となることの検討が
必要になると思われる。新事業創出による事業収益拡大、自社の
プレゼンス向上といったメリットを地元事業者が認識すること
ができれば、岡山リビングラボへの参画も中長期的には増加し
ていくものと考えられる。 
4. まとめ 
岡山リビングラボの活動、特に「オープンイノベーションプロ
グラム」を通じて、ヘルスシステム統合科学研究科における学生
間の異分野融合は着実に進展していると思われる。今後は前述
の課題解決等を図りながら、異分野融合を通じたイノベーショ
ン創出と社会課題の解決という最終的な目的を達成したいと考
えている。 
岡山リビングラボの取り組みの効果を高めるには、地域外の
オープンイノベーション組織等と連携することも有効と思われ
る。現状、岡山リビングラボの広域的取り組みとして、大阪イノ
ベーションハブや神奈川県未病産業研究会と連携したイベント
（ビジネスコンテスト等）の実施やかかる団体等に参加してい
る大手企業に対する岡山リビングラボへの参画の呼びかけ等を
行っている。こうした広域での取り組みについても今後さらに
拡大・継続する予定である。 
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